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千
葉
県
袖
ケ
浦
市
永
地

確
認
調
査
　
一
九
九
六
年

（平
８
）
九
月
―

一
一
月

本
調
査
　
一
九
九
七
年

一
一
月
―

一
九
九
八
年

一
月

側
君
津
郡
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー

桐
村
久
美
子

集
落
跡

・
散
布
地

弥
生
時
代
中
期
、
古
墳
時
代
前

・
後
期
、
九
世
紀
ｔ

一
〇

世
紀

跡
と
し
て
発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ
、
弥
生
時
代
後
期
か
ら
、
奈
良

・
平
安
時
代

ま
で
の
集
落
が
展
開
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
台
地

を
東
方
に
進
む
と
、
奈
良

。
平
安
時
代
の
工
房

。
集
落
遺
跡
と
し
て
知
ら
れ
る

永
吉
台
遺
跡
群
が
所
在
す
る
。
ま
た
、
南
西
の
小
櫃
川
河
畔
に
位
置
す
る
木
更

津
市
上
望
陀

・
下
望
陀
は
、
古
代
の
望
陀
郡
衛
推
定
地
と
さ
れ
て
い
る
。

西
原
遺
跡
は
、
永
地
地
区
の
ほ
ぼ
全
域
に
あ
た
る
。
地
区
の
中
央
部
を
流
れ

る
松
川
の
西
側
と
東
側
と
で
は
、
や
や
様
相
が
異
な
り
、
西
側
は
、
現
在
住
宅

地
と
な
っ
て
い
る
微
高
地

（舌
状
台
地
の
西
限
）
を
中
心
に
、
弥
生
時
代
中
期
か

ら
古
墳
時
代
の
集
落
が
展
開
し
、
住
宅
地
の
南
か
ら
西
の
低
地
に
平
安
時
代
か

ら
中
近
世
の
遺
物
が
散
布
し
て
い
る
。
東
側
は
、
調
査
範
囲
が
水
田
地
帯
の
み

に
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
遺
構
は
ほ
と
ん
ど
検
出
で
き
な
か
っ
た
が
、

台
地
寄
り
の
低
地
の

一
部
に
、
奈
良

・
平
安
時
代
と
古
墳
時
代
の
遺
物
包
含
層

が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

奈
良

。
平
安
時
代
の
遺
物
包
含
層
は
、
約
四
〇
卿
の
厚
さ
で
堆
積
し
た
暗
灰

褐
色
の
粘
質
土
層
で
、
木
簡
は
確
認
調
査
時
に
こ
の
層
中
か
ら

一
点
出
土
し
た
。

共
伴
遺
物
は
、
九
世
紀
中
頃
か
ら

一
〇
世
紀
に
か
け
て
の
土
師
器
の
杯
が
多
く
、

墨
書
土
器
も
含
ま
れ
て
い
る
。
墨
書
土
器
は
、
「生
」
と
書
か
れ
た
も
の
が
四

点
、
「生
」
と
思
わ
れ
る
も
の
が
三
点
、
不
明
の
も
の
が
二
点
で
あ
る

（本
調

査
分
は
現
在
整
理
作
業
中
で
あ
る
た
め
、
い
ず
れ
も
確
認
調
査
の
成
果
の
み
）。
本
調

査
で
は
、
こ
の
奈
良

・
平
安
時
代
の
遺
物
包
含
層
を
掘
り
抜
く
形
で
井
戸
を
検

出
し
た
。
井
戸
か
ら
は
平
安
時
代
末
期
の
杯
が
出
土
し
て
い
る
た
め
（
遺
物
伍

西
原
遺
跡
の
所
在
す
る
袖
ケ

浦
市
永
地
は
、
市
の
ほ
ぼ
中
央

部
に
位
置
し
、
袖
ヶ
浦
台
地
の

南
端
の
舌
状
台
地
と
、
小
櫃
川

の
沖
積
作
用
に
よ
っ
て
形
成
さ

れ
た
平
野
と
の
間
の
微
高
地
に

崎

住
宅
地
が
広
が
る
地
域
で
あ
る
。

姉

舌
状
台
地
上
に
は
上
泉
遺
跡
群

ぐ

が
あ
り
、
そ
の
一
部
は
文
脇
遺



含
層
及
び
木
簡
の
年
代
に
つ
い
て
、
少
な
く
と
も
中
世
ま
で
は
下
ら
な
い
も
の

と
確
定
で
き
る
。

木
簡
出
上
の
ト
レ
ン
チ
で
は
、
平
安
時
代
の
遺
物
を
包
含
す
る
粘
質
土
層
の

直
下
に
筵
を
敷
い
た
よ
う
な
植
物
質
の
層
が
あ
り
、
こ
の
層
上
か
ら
も
平
安
時

代
の
遺
物
が
集
中
し
て
出
土
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
こ
の
層
の
下
は
、
古
墳
時

代
の
遺
物
を
包
含
す
る
マ
コ
モ
の
泥
炭
層
と
な
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω

　

「
（符
篠
）
此
身
護
為
」

完
形
の
呪
符
木
簡
で
あ
る
。
表
面
全
体
に
朱
色
の
文
字
が
書
か
れ
て
お
り
、

顔
料
は
ベ
ン
ガ
ラ
と
思
わ
れ
る
。
計
三
三
年
の

「
口
」
と
三
字
の

「
日
」
を
縦

横
に
配
置
し
、
中
央
付
近
に

「天
柱
」
そ
の
向
か
っ
て
左
に

「身
」
の
よ
う
な

文
字
が
見
ら
れ
、
下
半
部
中
央
の
文
字
は

「此
身
護
為
」
と
読
め
る
。
上
部
中

央
に
目
釘
の
跡
が
残
る
こ
と
か
ら
、
建
物
の
入
口
な
ど
に
打
ち
付
け
て
使
用
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

９
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化
財
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タ
ー
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タ
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